
                                 

  
令和２年７月１６日 

永田クラブ、経済研究会へ公表                 内閣府地方創生推進室 

 

                     

   

令和２年度「ＳＤＧｓ未来都市」等の選定について 

 

 令和２年度「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体ＳＤＧｓモデル事業」について、令和２

年７月１７日に下記のとおり選定いたしますのでお知らせします。 

 

記 

 

 ＳＤＧｓ未来都市：３３都市（３４自治体） 

 自治体ＳＤＧｓモデル事業：１０事業 

以上 

 

(別添資料) 

別紙１ 令和２年度 ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業について 

別紙２ 令和２年度 ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業選定都市一覧 

別紙３ 令和２年度 自治体ＳＤＧｓモデル事業の概要 

別紙４ ＳＤＧｓ未来都市所在地・一覧 

 

（参考ＵＲＬ） 

  地方創生ＳＤＧｓの推進について 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kankyo/pdf/sdgs_suishin.pdf 

 

 
 

報 道 解 禁 日 時 

令和２年７月１７日（金）13:00 以降 

本件問合せ先：内閣府地方創生推進室 
参 事 官  北廣 雅之 
参事官補佐  清水 拓哉 
参事官補佐  籠 寛之 
電 話：０３－５５１０－２１９９ 
ＦＡＸ：０３－３５９１－８８０１ 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kankyo/pdf/sdgs_suishin.pdf


○中長期を見通した持続可能なまちづくりのため、地方創生に資する、地方自治体によるSDGｓの達成に向けた取組を推
進していくことが重要。

○SDGｓ推進本部会合における安倍総理指示を踏まえ、地方創生分野における日本の「SDGｓモデル」を構築していく。

○地方創生分野における日本の「SDGｓモデル」の構築に向け、引き続き、自治体によるＳＤＧｓの達成に向け

た優れた取組を提案する都市を「ＳＤＧｓ未来都市」として33都市を選定。また、特に先導的な取組を「自
治体ＳＤＧｓモデル事業」として10事業を選定する。
※平成30年度及び令和元年度において、「SDGs未来都市」として60都市を選定。「自治体SDGsモデル事業」として20事業を選定。

○今後、これらの取組を支援するとともに、成功事例の普及展開等を行い、地方創生の深化につなげていく。

概要

SDGｓ未来都市

成
功
事
例
の
普
及
展
開

自治体SDGｓ推進関係省庁タスクフォースによる省庁横断的な支援（計画策定・事業実施等）

自治体SDGｓモデル事業（10）

持続可能なまちづくり

SDGｓの理念に沿った基本的・
総合的取組を推進しようとする都
市・地域の中から、特に、経済・社
会・環境の三側面における新しい
価値創出を通して持続可能な開
発を実現するポテンシャルが高い
都市・地域として選定

SDGｓ未来都市の中で実施予定
の先導的な取組として選定

地方公共団体によるSDGｓの基本
的・総合的取組の中でも特に注力
的に実施する事業であり、SDGｓ
の理念に沿った統合的取組により、
経済・社会・環境の三側面における
新しい価値創出を通して持続可能
な開発を実現するポテンシャルが高
い先導的な取組であって、多様な
ステークホルダーとの連携を通し、
地域における自律的好循環が見込
める事業

令和２年度 ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業について

①経済・社会・環境の三側面の統合的
取組による相乗効果の創出

②多様なステークホルダーとの連携

③自律的好循環の構築

上限３千万円／都市
定額補助 上限２千万円

定率補助（1/2）上限１千万円

地方創生推進交付金の、申請事業数
上限の枠外として、１事業追加可能
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岩手県岩手町

宮城県石巻市

宮城県仙台市

山形県鶴岡市

東京都豊島区

石川県金沢市

長野県大町市

愛知県岡崎市

三重県いなべ市

滋賀県湖南市
高知県土佐町

岡山県倉敷市

京都府亀岡市

大阪府富田林市

広島県東広島市

香川県三豊市

愛媛県松山市

福岡県宗像市

熊本県水俣市

鹿児島県鹿児島市

沖縄県石垣市

長崎県対馬市

埼玉県春日部市

神奈川県相模原市

静岡県富士市

静岡県掛川市

三重県

大阪府・大阪市

大阪府豊中市
石川県加賀市

石川県能美市

岐阜県
兵庫県明石市

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）の白地図をもとに作成

緑字：ＳＤＧｓ未来都市（自治体ＳＤＧｓモデル事業含む）
青字：ＳＤＧｓ未来都市

※県が選定されている場合は県全域を着色。

※都道府県・市区町村コード順

2020年度ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業選定都市一覧

※都道府県・市区町村コード順

都市名 提案タイトル

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

（
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
含
む
）

宮城県石巻市
最大の被災地から未来都市石巻を目指して
～グリーンスローモビリティと「おたがいさま」で支え合う持続可能なまちづくり～

東京都豊島区
消滅可能性都市からの脱却
～持続して発展できる「国際アート・カルチャー都市」への挑戦～

石川県金沢市
世界の交流拠点都市金沢の実現
～市民と来街者が「しあわせ」を共創するまち～

三重県いなべ市
グリーンクリエイティブいなべ
～グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルなＳＤＧｓ推進を世界へ～

京都府亀岡市
「かめおか霧の芸術祭」 x X（かけるエックス）
～持続可能性を生み出すイノベーションハブ～

大阪府・大阪市 2025年大阪・関西万博をインパクトとした「ＳＤＧｓ先進都市」の実現に向けて

大阪府富田林市
ＳＤＧｓを共通言語としたマルチパートナーシップによる“富田林版”いのち輝く未来社会のデザ
イン

岡山県倉敷市
多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造
～高梁川流域圏の発展は倉敷市の発展～

愛媛県松山市
みんなを笑顔に “観光未来都市まつやま”
～瀬戸内の 島・里・山を つなぐまち～

沖縄県石垣市
自然と文化で創る未来
～守り・繋ぎ・活きる島 石垣～

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

岩手県岩手町
トリプルボトムラインによる町の持続可能性向上モデルの構築・実証
～ＳＤＧｓ姉妹都市×リビングラボ～

宮城県仙台市 「防災環境都市・仙台」の推進

山形県鶴岡市 森・食・農の文化と先端生命科学が共生する‟いのち輝く、創造と伝統のまち 鶴岡“

埼玉県春日部市
春日部２世、３世その先へと住みつなぐまち
～未来へ発信する世代循環プロジェクト～

神奈川県相模原市 都市と自然 人と人 共にささえあい生きる さがみはらＳＤＧｓ構想

石川県加賀市 官民協働のスマートシティによる持続可能なまち

石川県能美市 能美市ＳＤＧｓ未来都市 暮らしやすさ日本一実感できるまちへ

長野県大町市 ＳＤＧｓ共創パートナーシップにより育む「水が生まれる信濃おおまち」サステナブル・タウン構想

岐阜県 ＳＤＧｓを原動力とした持続可能な「清流の国ぎふ」の実現

静岡県富士市 富士山とともに 輝く未来を拓くまち ふじ

静岡県掛川市 市民協働によるサステナブルなまちづくり

愛知県岡崎市
“みなも”きらめく 公民連携サスティナブル城下町 OKAZAKI
～乙川リバーフロントエリア～

三重県
若者と創るみえの未来
～持続可能な社会の構築～

滋賀県湖南市 さりげない支えあいのまちづくり こなんＳＤＧｓ未来都市の実現【シュタットベルケ構想】

大阪府豊中市
とよなかＳＤＧｓ未来都市
～明日がもっと楽しみなまち～

兵庫県明石市
ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
～いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで～

広島県東広島市 ＳＤＧｓ未来都市東広島 未来に挑戦する自然豊かな国際学術研究都市

香川県三豊市
せとうちの海と山とまち
～ひろく豊かな田園都市・多極分散ネットワーク型みとよ形成事業～

高知県土佐町
持続可能な水源のまち土佐町
～人々の豊かな営みが「世界」を潤す水を育む～

福岡県宗像市 「世界遺産の海」とともに生きるＳＤＧｓ未来都市 むなかた

長崎県対馬市
自立と循環の宝の島
～サーキュラーエコノミーアイランド対馬～

熊本県水俣市 みんなが幸せを感じ、笑顔あふれる元気なまちづくり

鹿児島県鹿児島市 “活火山・桜島”と共生し発展する持続可能なＳＤＧｓ未来都市・鹿児島市
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1 岩手県岩手町 トリプルボトムラインによる町の持続可能性向上モデルの構築・実証　　～ＳＤＧｓ姉妹都市×リビングラボ～

2 宮城県仙台市 「防災環境都市・仙台」の推進

3 宮城県石巻市 最大の被災地から未来都市石巻を目指して　　～グリーンスローモビリティと「おたがいさま」で支え合う持続可能なまちづくり～

4 山形県鶴岡市 森・食・農の文化と先端生命科学が共生する‟いのち輝く、創造と伝統のまち 鶴岡“

5 埼玉県春日部市 春日部２世、３世その先へと住みつなぐまち　～未来へ発信する世代循環プロジェクト～

6 東京都豊島区 消滅可能性都市からの脱却　　～持続して発展できる「国際アート・カルチャー都市」への挑戦～

7 神奈川県相模原市 都市と自然 人と人 共にささえあい生きる　さがみはらＳＤＧｓ構想

8 石川県金沢市 世界の交流拠点都市金沢の実現　　～市民と来街者が「しあわせ」を共創するまち～

9 石川県加賀市 官民協働のスマートシティによる持続可能なまち

10 石川県能美市 能美市ＳＤＧｓ未来都市 暮らしやすさ日本一実感できるまちへ

11 長野県大町市 ＳＤＧｓ共創パートナーシップにより育む「水が生まれる信濃おおまち」サステナブル・タウン構想

12 岐阜県 ＳＤＧｓを原動力とした持続可能な「清流の国ぎふ」の実現

13 静岡県富士市 富士山とともに 輝く未来を拓くまち ふじ

14 静岡県掛川市 市民協働によるサステナブルなまちづくり

15 愛知県岡崎市 “みなも”きらめく 公民連携サスティナブル城下町 OKAZAKI　　～乙川リバーフロントエリア～

16 三重県 若者と創るみえの未来～持続可能な社会の構築～

17 三重県いなべ市 グリーンクリエイティブいなべ　　～グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルなＳＤＧｓ推進を世界へ～

18 滋賀県湖南市 さりげない支えあいのまちづくり　　こなんＳＤＧｓ未来都市の実現【シュタットベルケ構想】

19 京都府亀岡市 「かめおか霧の芸術祭」 x X（かけるエックス）　　～持続可能性を生み出すイノベーションハブ～

20 大阪府・大阪市 2025年大阪・関西万博をインパクトとした「ＳＤＧｓ先進都市」の実現に向けて

21 大阪府豊中市 とよなかＳＤＧｓ未来都市　　～明日がもっと楽しみなまち～

22 大阪府富田林市 ＳＤＧｓを共通言語としたマルチパートナーシップによる“富田林版”いのち輝く未来社会のデザイン

23 兵庫県明石市 ＳＤＧｓ未来安心都市・明石　　～いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで～

24 岡山県倉敷市 多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造　　～高梁川流域圏の発展は倉敷市の発展～

25 広島県東広島市 ＳＤＧｓ未来都市東広島 未来に挑戦する自然豊かな国際学術研究都市

26 香川県三豊市 せとうちの海と山とまち　　～ひろく豊かな田園都市・多極分散ネットワーク型みとよ形成事業

27 愛媛県松山市 みんなを笑顔に “観光未来都市まつやま”　　～瀬戸内の 島・里・山を つなぐまち～

28 高知県土佐町 持続可能な水源のまち土佐町～人々の豊かな営みが「世界」を潤す水を育む～

29 福岡県宗像市 「世界遺産の海」とともに生きるＳＤＧｓ未来都市 むなかた

30 長崎県対馬市 自立と循環の宝の島　　～サーキュラーエコノミーアイランド対馬～

31 熊本県水俣市 みんなが幸せを感じ、笑顔あふれる元気なまちづくり

32 鹿児島県鹿児島市 “活火山・桜島”と共生し発展する持続可能なＳＤＧｓ未来都市・鹿児島市

33 沖縄県石垣市 自然と文化で創る未来　　～守り・繋ぎ・活きる島 石垣～

　※都道府県・市区町村コード順

No. 提案者名 提案全体のタイトル

令和２年度　ＳＤＧｓ未来都市　選定都市一覧



1 宮城県石巻市 コミュニティを核とした持続可能な地域社会の構築

2 東京都豊島区 国際アート・カルチャー都市　実現戦略実施事業

3 石川県金沢市
市民生活と調和した持続可能な観光の振興

～「責任ある観光」により市民と観光客、双方の「しあわせ」を実現するまち金沢～

4 三重県いなべ市
グリーンクリエイティブいなべ

～グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルなＳＤＧｓ推進を世界へ～

5 京都府亀岡市
「かめおか霧の芸術祭」 x X（かけるエックス）

 ～持続可能性を生み出すイノベーションハブ～

6 大阪府・大阪市 大阪発「大阪ブルー・ オーシャン・ ビジョン」推進プロジェクト

7 大阪府富田林市 富田林発！「商助」によるいのち輝く未来社会の実現プロジェクト

8 岡山県倉敷市
多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造事業

～高梁川流域圏の発展は倉敷市の発展～

9 愛媛県松山市 “観光未来都市まつやま”推進事業

10 沖縄県石垣市
石垣ＳＤＧｓプラットフォームを活用した

「離島におけるＳＤＧｓ課題解決モデル（＝石垣ＳＤＧｓモデル）」構築事業

　※都道府県・市区町村コード順

No. 提案者名 自治体ＳＤＧｓモデル事業名

令和２年度　自治体ＳＤＧｓモデル事業　選定都市一覧



自治体ＳＤＧｓモデル事業名： コミュニティを核とした 持続可能な地域社会の構築 提案者名：宮城県石巻市

経済 社会

相乗効果
（経済→環境）

ハイブリッドリユース事業による資源の
有効利用及び温室効果ガス排出抑制

（環境→経済）
100％自然エネルギーのグリーンス

ローモビリティ活用による環境に配慮し
た新産業の創出

〇地域交通情報アプリケーション（ローカル
版MaaS）を活用した地域カーシェアリングの
運用
・IoT/ICT技術による公共交通と地域カー
シェアリングの結び付け
○コミュニケーションロボットによる高齢者
支援
・会話形式の動的支援によるデジタルデバイ
ドの解消
・高齢世帯へ設置し、相談支援を行うととも
に、地域交通情報アプリケーション（ローカ
ル版MaaS）との連携により外出機会を創出
・学生がロボットを組み立て高齢者宅へ配置
・コールセンターによる相談支援を併用

○ハイブリッドリユース事業の展開
・豊田通商㈱と地元事業者が連携し、ハイブ
リッド基幹ユニットをリユースし、電気自動
車（グリーンスローモビリティ）として活用
・新産業創出による雇用の拡大

○グリーンスローモビリティの活用
・ハイブリッドリユース事業で生産された電気自動車（グリーンス
ローモビリティ）を、コミュニケーションロボットを通じて高齢者
が使用
・太陽光電池を搭載した非接触給電ステーションの設置により、
100％自然エネルギーによるグリーンスローモビリティを実現
・新たに整備した新市街地（新蛇田地区）で実証実験を行い、その
後、半島沿岸部、市全域への展開と将来的な自動運転化を目指す。

・地域交通情報アプリケーションの構築

・グリーンスローモビリティ（ハイブリッド

リユース）の活用

・コミュニケーションロボットの活用

＜取組課題＞
東日本大震災に起因した半島沿岸部及び
新市街地における高齢者の孤立防止と新た

な移動手段の構築

＜取組課題＞
新産業の創出等による、

地域に雇用を生み稼ぐ仕組みの構築

相乗効果
（環境→社会）

グリーンスローモビリティ活用による
高齢者の外出機会の創出及びコミュ
ニティの活性化

（社会→環境）

積極的な啓発活動による環境人材
の育成

ハイブリッド
ユニット
の回収

リビルド

再製品化販売メンテ
ナンス

環境

取組内容の概要：公共交通と地域カーシェアリングを結び付ける地域交通情報アプリケーション（ローカル版MaaS）を活用し、グリーンスローモビリティを地域の支え
合いによる新たな移動手段として確立する。また、未来技術を搭載したAIロボットを高齢者と地域を繋ぐ新たなコミュニケーションツールとし、高齢
者の孤立防止等を図る。

2020年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要

＜取組課題＞
環境にやさしい低炭素社会の構築

グリーンスローモビリティを活用した
協働による新たな移動手段の構築事業

（社会→経済）

高齢者等の外出機会の創出による
消費拡大

相乗効果
（経済→社会）

新産業創出に伴う移動手段の利便
性向上

三側面をつなぐ統合的取組

CO618027
テキストボックス
別紙３



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：国際アート・カルチャー都市実現戦略実施事業 提案者名：東京都豊島区 

取組内容の概要： 東アジア文化都市や東京 2020 大会を通じて強化されたレガシーを最大限に活用しながら、大都市の高密都市における課題を乗り越え

本区の強みを活かした文化を基軸とした施策を多様な主体との協働により総合的に展開することで、持続発展可能な都市を目指していく。 

環 境 

社 会 

事業名 公民連携による都市空間活用プロジェクト
公民連携、公共空間の多機能化・高質化を図ることで、 
誰もが主役となる都市空間の形成を目指す。 

〇主な内容
・4 つの公園を中心とするエリアマネジメント組織間の連携
・ゆっくり走る電気バス IKEBUS による４公園を中心とした連携強化
・暮らしの中にある身近な中小規模公園活用事業

〔課題〕 
●高齢者の外出促進
●子どもの遊び場創出
●誰もを受け入れる社会

〔課題〕 
●賑わい、回遊性の拡大
●歩きたくなるまちづくり

〔課題〕 
●公園の拡大が困難
●自然が少ない

【目標】
◎高密社会における誰もが活躍・安心できる場づくり

【目標】 ◎大都市における魅力ある公園整備 

経 済 

【目標】 ◎多様な文化による地域活性
三側面をつなぐ統合的取組み 

誰もが活躍できる社会が 
新たな経済活動を促進

身近に楽しめる公園等が整備
されることで居心地のよいまちに

人間優先の社会づくりは、誰もが 
ゆっくり楽しめる交通の利用増進へ 

まちの賑わいによる収益が 
公園等みどりの環境整備へ還元 

公園のリニューアル等の整備、 
IKEBUS 運行による来街者の増大

消滅可能性都市から持続発展都市「国際アート・カルチャー都市」へ 豊島区モデルを構築、全国に発信 

◎歩行者中心の賑わい

◎協働による環境都市づくり

文化交流活動を幅広く展開
することで誰もが主役のまちに

＜方向性＞公民連携した魅力ある都市空間 

＜方向性＞既存公園の有効活用、新技術の活用、協働による工夫 

＜方向性＞誰もが安全に楽しめる身近な居場所づくり 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：市民生活と調和した持続可能な観光の振興 

～「責任ある観光」により市民と観光客、双方の「しあわせ」を実現するまち金沢～ 

提案者名：石川県金沢市 

取組内容の概要：本市を訪れる観光客が増加する中、ユネスコ創造都市金沢の根底にある自然・歴史・文化に基づく生物文化多様性をベースとした、 

金沢の「日本の由緒あるほんもの」の豊かさを市民・来街者の双方が理解した上で、まちの魅力を共創し、持続可能なまちを実現する。 

●宿泊施設や飲食店での食品ロスやプラスチック

の削減、加賀野菜など地産地消の展開

●「木質都市・金沢」の創出

●用水、庭園などによる、水と緑のネットワークづくり

●生物文化多様性の保全・啓発

●金沢にふさわしい次世代交通サービスの検討

●工芸のつなぎ手人材の育成

●工芸品の海外アート市場開発

●国立工芸館との連携の推進

課題：工芸の継承・発展 

環境面の相乗効果 

暮らしやすさ、滞在しやすさの向上による 

多様な人材の呼び込み増加 

経済面の相乗効果 

新たな産業の創出や、金澤町家の 

付加価値の向上による循環型社会の実現 

課題：金沢の歴史・文化への理解の促進 

●大学生向け文化体験プログラム

●金沢建築キッズプログラム

●宿泊施設や食のバリアフリーの推進

●共生社会ホストタウンの推進

●アウトサイダー・アートの魅力発信

●まちなかの歩行環境の再整備

課題：多文化共生社会の実現 

経済 社会

環境

社会面の相乗効果 

多様な文化による刺激を活かした 

産業のイノベーション 

経済面の相乗効果 

伝統産業の発展や新たな産業の創出 

による文化の維持・継承・発展 

消費型観光から持続可能な交流型観光へ 

「金沢 SDGs ツーリズム」の推進 
【観光と市民生活の調和】 

〇持続可能な観光振興推進会議（仮称）の設置 

〇啓発のための映像やＨＰの作成 

【域内経済循環（内発的発展）の創出】 

〇金沢 21 世紀美術館や価値創造拠点を中心とした、 

多様な人々が共創するコミュニティの形成 

〇SDGs 体感ツアーの開発（市内・広域） 

環境面の相乗効果 

暮らしやすさの向上による 

ＱＯＬとシビックプライドの向上 

社会面の相乗効果 

歩きやすいまちなかの実現による 

低炭素社会の実現 

課題：新たな産業の創出 

●クリエイティブ産業創出金沢会議

（ＥＡＴ金沢）の開催

●金澤町家等を活用した

金沢 AI ビレッジ形成促進

課題：食品ロスの削減、グリーンインフラの活用 

低炭素社会の実現 

・国連大学＆金沢青年会議所等との協働
・ユネスコ創造都市ネットワークの活用

による取組の推進 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：グリーンクリエイティブいなべ 

～グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルな SDGs推進を世界へ～ 

提案者名：三重県いなべ市 

取組内容の概要：森林放棄地を活用したグリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」を拠点、先導例として、地域商社機能やDMO機能といったま 

ちづくりを官民連携で実施。活動を通してカジュアルなまちづくりに共鳴する市民や移住希望者を呼び込み、鈴鹿山脈の山辺まで 

の市内広域観光回遊を実現する。 

グリーンクリエイティブいなべ推進

未活用の地域資源を活用したオリジナル商品や

観光コンテンツの開発、カジュアルなまちづ

くりによる空き家活用の移住や店舗誘致

グリーンクリエイティブいなべ施設整備

グリーンインフラ施設「にぎわいの森」内

に、本事業の物販施設を整備。

市内商工業の活性化

小規模事業者支援事業

新規事業等事前調査事業

グリーンインフラによる商業ゾーンの調査

【課題】地域産業の縮小、地域内経済の空洞化 

経済

環境

社会

【課題】若者の流出。多様性の不確立 

グリーン・ツーリズム推進

過疎化や高齢化が著しい中山間地域や山辺で

の自然体験など住民主体のまちづくり

中山間地農業の支援

生産条件が不利な地域における指導、支援

藤原岳自然科学館による自然教室

将来の移住者獲得へ、関係人口を増加する。

 ICT、UD(ユニバーサルデザイン)フォント活用

あらゆる人が自分の特性を伸ばす

【課題】山林未活用による獣害と景観悪化 

農作物有害鳥獣対策

農地と山林の間の緩衝帯づくりによる獣害の防除

不法投棄防止啓発事業

啓発看板を作成、パトロール巡回

ごみ減量化推進事業

生ごみの堆肥化で土作りをすることで生ごみの減量化を促進

自治体 SDGs 補助金 

「いなべグリーンのフラッグを山辺まで！」 

(三側面をつなぐ統合的取組) 

・鈴鹿山脈で未整備となっている山辺の整備

・山辺にグリーンインフラ商業ゾーン設立

・地域資源活用による自然「遊び」ビジネス化

【経済面の相乗効果】 

商工会・自治会加入増 

地域活性化 

【社会面の相乗効果】 

創行者数の増加 

地産地消の増加 

【社会面の相乗効果】 

獣害の減少 

エネルギーの削減

【環境面の相乗効果】 

空き家解消、移住者増 

自治機能の強化 

【環境面の相乗効果】 

森林資源ビジネス活用 

山辺の産業創出 【経済面の相乗効果】 

荒れた森林の整備 

土砂災害防止、強靭化 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：「かめおか霧の芸術祭」 x X（かけるエック

ス） ～持続可能性を生み出すイノベーションハブ～

提案者名：京都府亀岡市 

取組内容の概要：農業、観光及び環境といった地域資源の見える化、知の共有及び相乗効果の創出による課題解決を活動テーマとする「かめおか霧

の芸術祭」をハブに、行政とアーティストらが協働して分野横断的に人々をつなぎ、循環的な経済圏や新陳代謝のあるコミュニティを形成し、課題＝テ

ーマが多くある地域こその地方創生を実現する。 

三側面をつなぐ統合的取組 

芸術祭のイノベーションハブとなる 

「開かれたアトリエ」整備と 

プラットフォーム機能強化 

市民がつながり、商業・投資・イノベーションが活発な都市 

ごみを極力出さない社会 

地場産品や体験を市内外の客に販売する「マ

ーケット／導線」の育成 

１．アートマーケット（KIRI マルシェ等）の開催及

び「まちなか」プロジェクト 

２．KAMEOKA FLY BAG Project の事業化 

３．「Harvest Journey Kameoka（仮称）」プロジェ

クトとの連携による交流人口の拡大

交流の接点づくりとブランド化による新陳代謝のある

農業コミュニティ 

１．やおやおや（農業の魅力発掘と農家と消費者の

交流の接点づくり）プロジェクト 

２．小屋から見える新たな風景とダーチャプロジェクト 

３．地域ブランド農産物の認定制度 

４．知の共有（KIRIWISDOM、教育プロジェクト等） 

市民一人ひとりに伝わるプラごみゼロ施策の実行と発信 

１．「プラごみゼロ」具体化事業とアートとの接続 

２．亀岡発の「プラごみゼロ環境ブランド」認定制度とサイン表示 

３．シンポジウム 

農業や自然とともに暮らす都市 社会 経済 
マーケットや観光プログラムを通じた消費者

と農家、新規就農者間のネットワーク形成 

環境ブランドの確立による

農産物の付加価値向上 

環境に配慮した農法に取り組む農家

の認定、コミュニティ間での横展開 

アップサイクル製品による地域活性化、

メディア効果、環境イノベーターの移住

環境に対する消費者と

事業者の共通理解 

交流人口や新規就農者の獲得 

地産地消による経済活性化 

環境 



 提案者名：大阪府・大阪市

取組内容の概要： プラスチックごみ問題への対応で世界を先導する取組みとして、3Rなどの普及啓発や技術シーズ・ 実態調査、海ごみの回収などに府域 
全体で幅広く取り組みながら、それらの成果が集約された具体的行動の一 つとして、 「 地域 ・ 事業者の連携による新たなペットボトル回収・

リサイクルシステム」を確立する。

背景 ■大阪ブル ー・ オ ーシャン・ ビジョン⇒ 海洋プラスチックごみによる新たな汚染を2050年まで に ゼロにすることをめざす(2019年6月 G20大阪サミット首脳宣言）
■大 阪 •関西万博の開催⇒ 持続可能な開発目標(SDGs)が達成された社会の実現をめざした万博が2025年に大阪で開催
■おおさかフラスチックごみセロ宣言⇒ 大阪府、大阪市は、G20及び大阪・関西万博の開催地として、プラスチックごみゼロに向けた共同宣言を実施(2019年1月）

く事業イメージ＞

IIDI 
課題プラスチックごみ対策と経済の自律的好循環

● 海洋プラスチックごみ問題等の解決に
向けた環境先進技術シー ズ調査等

● バイオプラスチックビジネス等の推進
● 海洋ごみ対策などの国際会議等の開催
● 水 ・ 環境技術の海外プロモーション

・環境に配慮した製品やサー ビスの充実
・ごみの減量や温室効果ガスの排出削減
・開発途上国の環境問題解決に貢献

・環境ビジネスの活性化
・持続可能な環境技術・イノベーション

の創出
·ESG投資の拡大

・自律的な地域コミュニティの運営
・資源循環ビジネスの創出等に伴う雇用の増加、女性
や高齢者など多様な人材の活躍、定住人口の増加

・資源循環ビジネスの活性化
・企業社会における環境意識の高ま り
・都市魅力の向上等による交流人口の増加

自治体SDGsモデル事業
く三側面をつなぐ統合的取組＞

●「大阪ブルー・オーシャン ・ ビジョン」推進事業
・三側面の取組みをトータルでマネジメントするための

「実行計画」の取りまとめと推進体制の構築
・三側面の取組み成果を象徴的に体現する「新たなペ

ットボトル回収・リサイクルシステム」の確立

課題府民運動としてのプラスチックごみ対策の広がり
● 海洋プラスチックごみ問題等の解決に向け

た環境先進技術シーズ調査等
● 大阪湾におけるマイクロプラスチック、

海岸漂着ごみの実態調査
● 大阪湾の海ごみの回収
● ごみの減量と3Rの啓発推進
● 小中学校における環境教育

13ば!�;;.を 14 :�:
.,

· 

環境 G MD 

課題府民の価値観、社会システムの変革

● マイボトル ・ マイバッグの普及促進
● 公共空間における給水スポットの設置

大阪湾の環境改善と府民の環境意識向上
環境問題に取組む若者の育成
資源集団回収活動によるコミュニテ4
ビジネスの振興

・環境保全を通じた地域コミュニティ
の活性化

・地域への愛着の醸成
・環境問題に取組む次世代の育成

・自律的な環境配慮行動の広がり
・分別排出率の向上、ごみの減量
・環境保全活動の担い手増加
・温室効果ガスの排出削減

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：大阪発 「大阪ブルー・ オーシャン ・ ビジョン」推進プロジェクト 

2020年度自治体SDGsモデル事業提案概要



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：富田林発！「商助」によるいのち輝く未来社会の実現プロジェクト 提案者名：大阪府富田林市 

取組内容の概要： 「富田林市産官学医包括連携協定（TOMAS）」を核に、民間主体による有償型健康事業等（いのち輝く“まちまるごと”健康プロジェクト）を展開し、三側面を支え

る「ひと」の健康を増進するとともに、市独自の公民連携デスクとパートナーシップ制度の活用により、統合事業及び三側面の取組の底上げと加速化を図る。 

＜事業イメージ＞ 

経済 社会 

（課題）健康寿命の延伸と 
増進型地域福祉の実現 

●医療・介護連携による地域包括ケアの実現

●大阪大谷大学生と連携した健康エクササイズや

ロコモ予防事業の展開と世代間コミュニケー

ションの活性化

●FC 大阪や大阪ガス㈱、マクドナルド FC 法人

との連携による「スポーツ」と「食」を切口と

した多世代健康教育事業

●“増進型地域福祉”実現のための

「校区担当職員」制度の実施

（課題）「健康」をキーにした 
産業の創出と活性化 

●歴史・自然・食などの地域資源をつなぐ

「ウェルネストレイル」事業

●SDGs 金融による地域産業・地域貢献事業の

さらなる活性化と自走化

●明治安田生命保険相互会社との連携による

地域企業に向けた健康経営の普及促進

●パートナーシップ制度によるものづくり企業

への支援充実

（課題）健康増進のためのエコロジータウンの形成 

●近畿運輸局との連携による地域連携サポートプランと

市民参加による新たな地域公共交通の実践

●㈱DK-Power との連携による配水池設置型の

小水力発電事業の新規実施

●市内小売店との連携による

「とんだばやしプラスチックごみゼロ宣言」の取組

●「家庭用燃料電池設置補助」や「太陽光発電システム設置

補助」事業による低炭素化の推進 

・ヘルスケア産業や健康市
民増加で経済活性化
・「食」がテーマの健康事
業による地域食材等、域内
消費の活性化

・商助による健康増進

・産業活性化・雇用創出によ
る人の流入と若者定着

・健康経営による若者・女性
を含めた生涯活躍

・環境分野の企業・生産者
等の活躍による経済活性
化・雇用創出

・新たな公共交通の形成に
よる経済活性化

・トレイル事業等に伴う環
境整備

・企業等による環境分野の
新たな担い手確保

・交通課題の解消による生活環
境の向上 

・水力発電（低炭素化）による
健康増進

・ウォーカブルタウンによる健
康増進やコミュニティ活性化

・健康市民や企業等による
担い手確保

・脱自家用車で低炭素化

・健康事業による環境意識
の機運醸成

環境 

・店舗や福祉施設等を活用した有償型健康事業の実施
・健康活動拠点として民間施設等の環境整備

①「商助」による持続可能なエコシステム構築事業 

富田林市産官学医包括連携協定（TOMAS） 
富田林市・大阪大谷大学・富田林医師会・アルケア㈱ 

・健康事業の担い手として大
谷大学生の育成事業を実施
・「富田林応援団」としての
登録と活用（関係人口）

②学生派遣による実学経験
（PBL）事業

地域企業・団体等の参加によ
るイベント事業で、ロールモ
デルの横展開と民民連携の促
進 

③健康・環境×SDGs
普及啓発事業

富田林市 SDGs 
パートナーシップ制度 

付加価値創出・活動の活性化 連携創出・取組の加速化

富田林市公民連携デスク 

三側面をつなぐ統合的取組 

いのち輝く“まちまるごと”健康プロジェクト 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名 ： 多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造事業 提案者名 ： 岡山県倉敷市 

取組内容の概要 ： 人口減少社会においても持続可能な圏域とするため，経済，社会，環境など幅広い分野で都市間連携の取組を更に強化していくと

ともに，全分野共通の課題である“地域で活躍する人づくり”と，高梁川の豊かな自然環境を未来につなぎ，荒ぶる自然災害にも対応する“自然との共

存”の実現を図る統合的取組を行う。 ※高梁川流域圏：7市 3町（倉敷市，新見市，高梁市，総社市，早島町，矢掛町，井原市，浅口市，里庄町，笠岡市） 

 

経済

環境

社会

環境面の相乗効果１ 
圏域の経済基盤の安定・雇用増加 

経済面の相乗効果２ 
環境課題のビジネス手法での解決 

経済面の相乗効果１ 
圏域のソーシャルキャピタル活発化 

社会面の相乗効果１ 
今後の圏域経済を支える人材創出 

環境面の相乗効果２ 
安全な圏域づくりによる定住促進 

多様な人材の活躍，地域資源の活用 

による持続可能な地域経済の構築 

①-1圏域の産学金官民一体となった体制構築

①-2圏域におけるイノベーションの実現，

人材育成・人材確保

①-3圏域の地域資源を活用した経済成長の実現

①-4圏域の観光振興の推進

②-1圏域全体の福祉の充実

②-2圏域への移住定住の推進，愛着・誇りの醸成

②-3圏域のマネジメント能力の強化

③-1災害に強いまちづくりの実現

③-2環境保全，地球温暖化対策の推進

取組課題 

（テーマ）
将来に渡って安心・快適に 

生活できる流域暮らしの創造 

取組課題 

（テーマ）

災害に強いまちづくりと 

豊かな自然・景観との共存 

取組課題 

（テーマ）

社会面の相乗効果２ 
圏域での環境活動の活性化 

“多様な人材の活躍” 

高梁川流域みらい 

人材創出プロジェクト 

“自然との共存” 

人と人をつなぐ， 

データ活用による 

防災力強化事業 

高梁川流域圏の多様なステークホルダーと連携し， 

“持続可能な流域暮らし”を実現 

好
循
環
の
創
造 

倉敷市 

圏域 
６市３町 

(一社)高梁川 
流域学校 

(一社)データ 
クレイドル

地元 
金融機関 

大学,高校,
小･中学校 商工団体等 

高梁川 
流域連盟 

三側面をつなぐ統合的取組 

たかはし 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名： “観光未来都市まつやま”推進事業 提案者名：愛媛県松山市 

取組内容の概要：「道後温泉・松山城など世界に誇る観光資源」「太陽の恵み豊かな自然環境」「お接待の精神が宿る地域コミュニティ」「多様な主体が活躍できる文化的 

土壌」など、脈々と受け継がれてきた地域資源を活かした取組を多様なステークホルダーが協働し、安全で環境にやさしい持続可能な“観光未来都市まつやま”を目指す 

課題：生活に安らぎがある安全・

安心で快適な暮らしの実現 

課題：温暖な気候や瀬戸内の島々 

など豊かな環境との共生 

まちづくり：地域固有の資源を利活用する『坂の上の雲』 

フィールドミュージアム構想の推進

観光振興：道後温泉本館や松山城、「ことばのちから」 

などを活用した文化ツーリズムの推進 

女 子 旅：柑橘（ビタミン）x美人の湯 x買い物＝癒し 

紅まどんななど、農林水産物のブランド力強化 

防災・減災：地域コミュニティが主体となった 

オール松山体制の防災力強化

都市・交通：歩いて暮らせるコンパクトシティ+ネットワーク 

の推進（交通結節点と”まちなか”の再開発）  

文   化 ：文化的土壌を活かした女性・障がい者・若者・ 

高齢者など多様な主体が活躍する社会の形成 

環境教育：フライブルク市との連携（SDGs姉妹都市宣言・エコフレンドシップ協定） 

エネルギー：サンシャインプロジェクトを軸にネットゼロエネルギー都市の推進 

自然環境：瀬戸内海国立公園などを活用したサステナブルツーリズムの推進 

自立・分散型エネルギー 

システム構築で防災力強化環境モデル都市の推進 

で都市ブランドの向上 
スマートシティの

推進で温室効果

ガスの削減 

回遊性向上で観光産業の活性化 

誰もが活躍できるライフスタイルの創出 

松山 SDGsプラットフォーム事業 

 

環境
「道後REBORNプロジェクト」

で誘客につなげる本館の 

保存修理工事

フィールド

ミュージアム構想

Matsuyama市×Freiburg市 

協定 Setouchi Island中島 

俳句甲子園 

女性一人旅の人気温泉地 5 年

連続 1位（H26～H30年度） 

花園町周辺整備 

松山城  

城

三津浜 
 

城

道後 

温泉 

 

城

中島 

防災士数日本一 社会
課題：都市の魅力向上で 

  選ばれる都市づくり 

経済

先行事業：スマートアイランドモデル事業 

自然豊かな 

地域の魅力発信で 

インバウンド誘客 

グリスロや E-Bike

で島民や観光客の

移動手段確保 

太陽エネルギーの

地産地消で 

防災力強化 

経済×環境 環境×社会 社会×経済 

三側面をつなぐ統合的取組 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名： 

石垣 SDGs プラットフォームを活用した「離島における SDGs 課題解決モデル（＝石垣 SDGs モデル）」構築事業 
提案者名：沖縄県石垣市 

取組内容の概要： 地域における社会課題を SDGs というツールを用いて解決していく「石垣 SDGs プラットフォーム」の構築・運用により、複数課題に対する解決

策をパッケージ化した「離島における SDGs 課題解決モデル（石垣 SDGs モデル）」を作成し、国内外に展開していく。 

 

●石垣 SDGs 認証制度構築・運用事業

●石垣ブルーカーボン・オフセット制度

構築・運用事業

●地域産品のブランディング促進事業

●地産地消推進事業

●サンゴ礁保全対策等推進事業

●海洋プラスチックごみ対策事業

●３R 促進事業基本計画策定事業

 

石垣 SDGs ブランドの創出・育成 

豊かな自然環境の保全・活用 

経済

環境

社会

●次世代育成支援

●八重山 MaaS 支援

●エンパワーメント推進

●インフォーマルセクター向け

プラットフォーム構築 

●包摂的貧困削減対策事業

包摂的社会の実現 

貧困削減、ジェン

ダー平等化、移

動権の確保 等 

環境面の相乗効果① 

地域の自然を基盤とした 

持続可能な産業の推進 

経済面の相乗効果② 

環境配慮型商品のブランド

化による環境保全の推進 

環境面の相乗効果② 

再生可能エネルギーの導入
促進による新たな雇用の創出 

社会面の相乗効果② 

暮らしやすいまちの形成 

（MaaS の推進による利便性向上、 

LCCO2 の削減 等） 

エネルギー、

気候変動 等 

石垣 SDGs プラットフォームを活用した

「離島における SDGs 課題解決モデル

（＝石垣 SDGs モデル）」構築事業 

社会面の相乗効果① 

インフォーマルセクターの包摂化による

地域内経済活性化 

経済面の相乗効果① 

製品の高付加価値化による雇用創出 
経済成長と雇用、 

産業化 等 

●再生可能エネルギー導入推進事業

再生可能エネルギーの積極的導入



北海道下川町

北海道ニセコ町

北海道札幌市

北海道

秋田県仙北市

宮城県東松島市
山形県飯豊町

徳島県上勝町

広島県

岡山県真庭市
岡山県岡山市

山口県宇部市

福岡県北九州市

長崎県壱岐市

熊本県小国町

岩手県陸前高田市

福島県郡山市

鳥取県智頭町

岡山県西粟倉村

鳥取県日南町

福岡県福津市

福岡県大牟田市

熊本県熊本市

鹿児島県大崎町

岩手県岩手町

宮城県石巻市

宮城県仙台市

山形県鶴岡市

岡山県倉敷市

香川県三豊市

高知県土佐町

愛媛県松山市
広島県東広島市

長崎県対馬市

福岡県宗像市

熊本県水俣市

鹿児島県鹿児島市
沖縄県恩納村

鹿児島県徳之島町

沖縄県石垣市

ＳＤＧｓ未来都市所在地

関東地方

北陸・中部地方

近畿地方

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）の白地図をもとに作成

橙色：2020年度
緑色：2019年度
青色：2018年度
※県が選定されている場合は県全域を着色

茨城県つくば市

神奈川県鎌倉市

神奈川県横浜市

神奈川県

栃木県宇都宮市

群馬県みなかみ町

埼玉県さいたま市

東京都日野市

神奈川県川崎市

神奈川県小田原市

埼玉県春日部市

東京都豊島区

神奈川県相模原市

奈良県十津川村

大阪府堺市

奈良県広陵町

奈良県生駒市

奈良県三郷町

和歌山県和歌山市

滋賀県

京都府舞鶴市 滋賀県湖南市

大阪府富田林市

大阪府・大阪市

京都府亀岡市

大阪府豊中市

兵庫県明石市

静岡県静岡市

静岡県浜松市

長野県

愛知県豊田市
三重県志摩市

石川県珠洲市

富山県富山市

石川県白山市

新潟県見附市

富山県

富山県南砺市
石川県小松市

福井県鯖江市

愛知県名古屋市

愛知県豊橋市

愛知県

長野県大町市
石川県加賀市

石川県能美市

石川県金沢市

岐阜県

三重県いなべ市

三重県

愛知県岡崎市

静岡県掛川市

静岡県富士市

別紙４



2

ＳＤＧｓ未来都市一覧

2018年選定(全29都市) ※都道府県・市区町村コード順 2019年選定(全31都市) ※都道府県・市区町村コード順 2020年選定(全33都市) ※都道府県・市区町村コード順

都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名

北海道

★北海道
静岡県

静岡市 岩手県 陸前高田市 滋賀県 ★滋賀県 岩手県 岩手町 滋賀県 湖南市

札幌市 浜松市 福島県 郡山市 京都府 舞鶴市
宮城県

仙台市 京都府 亀岡市

ニセコ町 愛知県 豊田市 栃木県 宇都宮市

奈良県

生駒市 石巻市

大阪府

★大阪府・大阪市

下川町 三重県 志摩市 群馬県 みなかみ町 三郷町 山形県 鶴岡市 豊中市

宮城県 東松島市 大阪府 堺市 埼玉県 さいたま市 広陵町 埼玉県 春日部市 富田林市

秋田県 仙北市 奈良県 十津川村 東京都 日野市 和歌山県 和歌山市 東京都 豊島区 兵庫県 明石市

山形県 飯豊町
岡山県

岡山市
神奈川県

川崎市
鳥取県

智頭町 神奈川県 相模原市 岡山県 倉敷市

茨城県 つくば市 真庭市 小田原市 日南町

石川県

金沢市 広島県 東広島市

神奈川県

★神奈川県 広島県 ★広島県 新潟県 見附市 岡山県 西粟倉村 加賀市 香川県 三豊市

横浜市 山口県 宇部市
富山県

★富山県
福岡県

大牟田市 能美市 愛媛県 松山市

鎌倉市 徳島県 上勝町 南砺市 福津市 長野県 大町市 高知県 土佐町

富山県 富山市 福岡県 北九州市 石川県 小松市 熊本県 熊本市 岐阜県 ★岐阜県 福岡県 宗像市

石川県
珠洲市 長崎県 壱岐市 福井県 鯖江市

鹿児島県
大崎町

静岡県
富士市 長崎県 対馬市

白山市 熊本県 小国町

愛知県

★愛知県 徳之島町 掛川市 熊本県 水俣市

長野県 ★長野県 名古屋市 沖縄県 恩納村 愛知県 岡崎市 鹿児島県 鹿児島市

※黄色網掛けは「自治体ＳＤＧｓモデル事業」選定自治体
※★はＳＤＧｓ未来都市のうち都道府県

豊橋市
三重県

★三重県 沖縄県 石垣市

いなべ市
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